
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

 
プラ容
器包装

燃やせ
るごみ かん

燃やせ
るごみ

燃やせな
いごみ

7 8(体育の日） 9 10 11 12 13

グランドフェ
スティバル

プラ容
器包装

燃やせ
るごみ

ペットボトル
燃やせ
るごみ

紙ごみ
やまのこひろ

ば運動会

14 15 16 17 18 19 20

こども図書
館

プラ容
器包装

燃やせ
るごみ

古紙回収
（こざる
会）

かん
燃やせ
るごみ

透明びん、
茶色びん
小学校運動会

21 22 23 24 25 26 27

こども図書
館

プラ容
器包装

燃やせ
るごみ

ペットボトル
燃やせ
るごみ

紙ごみ
こども図書

館

28 29 30 31    

こども図書
館

プラ容
器包装

燃やせ
るごみ

　 　

＊こども図書館　開館日　日曜、第四土曜（地域行事のある時は閉館）
＊　祝日もごみの収集をします

月報 山中比叡平   
2018年 10月 1日発行 

山中比叡平学区自治連合会 

  10月 ゴミカレンダー 

 

グランドフェスティバル 
（みんなの運動会） 

10月 7日（日） ９：００～ 
比叡平小学校グランドにて 
小さい子どもさんから働き盛りの方、お年寄りま

で、みんなが楽しめる種目がいっぱいです。 

参加者には豪華景品もプレゼント。ぜひご参加くだ

さい！当日は各町自治会のテントへ！ 
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子ざる会のキャンプ 

子ざる会のキャンプが 15・16

日と行われました。 

 2 台のバスに分乗し、葛川少年

自然の家で楽しい一時を過ごしま

した。低学年は日帰り、高学年は

一泊、みんな力を合わせ食事作り

やアマゴのつかみ取り、夜は肝試 

しなど楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

アマゴのつかみ取り、なかなかつ

かめませんでした。 

台風被害と今後の教訓について 

 今回の台風で多くの被害を受けた方に心からお見舞い申し上げます。また、午後 3 時から翌日の

17 時まで停電になり多くの不安を抱えていたことと思います。学区自治連合会としても早期の回

復を目指し、大津市、滋賀県、関西電力に連絡を取ろうと努力しました。しかし、特に関西電力と

は、一時 450 万件の停電という事態が発生したこともあり大津市の特別ルートでも連絡が取れな

いという状態でした。山間部では回復には 1週間もかかった地域もありました。 

 停電の原因は倒木や電柱の被害ですが、関西電力は京都側から電力を流すことを試みていました。

２日目の 10 時頃、停電が続いている中、広報車の情報として比叡平小学校まで電気が来ているが

原因がわからないので調査中（多分、どこかの家の漏電が原因でないか）。今日中に復帰の予定とい

う話でありました。 

 午後 2 時半ごろ原因がわかり、5 時には復旧するとの情報が入り自主防災会のブログに載せ、自

治連の広報車を出すことにしました。しかし、26時間にわたった停電で多くの住民に情報が入らず

不安を抱えていたことも事実です。自治連合会として初めての長時間停電を教訓化し、より迅速な

対応に取り組んでいく考えです。 

 また、被害にあわれた方は、大津市や滋賀県の補助制度がありますのでお尋ねください。 

今後の教訓とすべきこと 

①  情報が入らず住民の中に不安がある中、不確実な情報でも 

（今日中にも復帰）住民に知らせていくべきであった。 

②  2日目も停電が続く中、避難所を開設すべきであった。 

     やまびこに発電機を設置、テレビからの情報等が入るよう 

にする。 また、スマホ等充電できるようにする。 

③  学区自治連合会のＨＰは常に新しい情報が見られるようにす 

べきであった。 

   ③ 学校が休校の中、子ども図書館を開いたのはよかったです。    

 

まちづくり協議会準備会を発足させます 

8月 15日の臨時月報でもお知らせしましたが「山中比叡平まちづくり

協議会設立準備会」を大津市に申請し、9月から活動を始めています。

事務所を南自治会館において、月～金の 13時 30分から 16時 30分

まで開き、準備会運営を進めます。設立準備会は 3年後に正式に「山中

比叡平まちづくり協議会」へと発展させていきます。まちづくり協議会

を発足させたからと言って、これまでの活動内容があまり変わることは

ありません。特に変わることは行政の支援を得ながら山中比叡平地域の

全住民を対象により密度の高い活動ができるようになることです。 

 少子高齢化、ライフスタイル・価値観の多様化・核家族の増加など地

域を取り巻く環境は大きく変化しています。各種団体の担い手の高齢

化・固定化も進んでおり、効率的な組織も求められています。「山中比

叡平まちづくり協議会」は地域の住民・各種団体、地域の関係組織が連

携し、住民自治・行政サービスを代表する組織になっていきます。 

 今後 2 年間で単位自治会と「山中比叡平まちづくり協議会」との関

係、専門部会の進め方やいかに全住民を対象とした組織にしていくか等

皆さんのコンセンサスを得ながら進めていきます。全住民のご協力とお

知恵をお貸しください。 

 

 

 


